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経験はもちろん、より実践に即 した学習を繰 り返 してい くことによって、技術が習得できるような教育システム
が必要である。そこで、看護実践能力の向上に有用な視聴覚教材について文献検討を行い、 この結果を基に名古
屋市立大学病院看護部 と名古屋市立大学看護学部のユニフィケーションによる動画教材を開発 した。
キ ー ワ ー ド:看 護 実 践 能 力、 看 護 技 術 教 育 、 視 聴 覚 教 材 、 ユ ニ フ ィケ ー シ ョン、e一 ラ ーニ ング
1)名 古屋市立大学病院看護部
2)名 古屋市立大学看護学部



























報告書(平 成16年 公表5)、平成23年 改訂6))が 公表され
た。 この報告書では、新人看護職員研修に関する内容の





















1)文 献検 索 の 方 法
医 学 中 央 雑 誌 の オ ン ライ ンデ ー タ ベ ー スweb　 ver.5.0
を用 い、 発表 年 は1998年 ～2010年 ま で、 会 議 録 を 除 き、
言 語 は 日本語 を検 索 条 件 と し、 検 索 語 と検 索 数 は 「基 礎
看護 技 術 教 育(70件)」 、 「看 護 技 術 学 習(21件)」 、 「新 人
看 護 師教 育(123件)」 、 「視 聴 覚 教 材(629件)」 、 「動 画教
材(1件)」 、 「eラ ー ニ ン グ(460件)」 、 「CAI(
Computer-assisted　 instruction)(626件)」 で あ った。
検 索 した文 献 の うち、 看 護 技 術 学 習 の視 聴 覚 教 材 を テ ー
マ と した もの で、 研 究 期 間 に収 集 可 能 で あ った 文献67件
を対 象 と した。
2)用 語 の 定 義
(1)eラ ー ニ ング:ネ ッ トワー ク な ど を利 用 して行 わ
れ る教 授 ・学 習方 法 の こ とを い う。 コ ン ピ ュー ター
を用 い た 教 授 学 習 方 法 と して はCAIが 用 い られ て き
た が、 イ ン ター ネ ッ トの 発達 に よ り これ を通 して 多
くの人 た ち が 同 じ教 材 を 用 い て学 習 す る こ とが で き
るeラ ー ニ ン グへ と変 わ って きた8)。eラ ー ニ ン グ と
CAIは 同 義 語 で 表 わ され る こ とが 多 い が、 歴 史 的 に
はCAIの 概 念 が 普 及 し、 そ の後 イ ン ター ネ ッ ト環 境
の充 実 に よ り、eラ ー ニ ン グの概 念 が広 が った。 本
稿 で はeラ ーニ ングで 統 一 した 。
(2)視 聴 覚 教 材:視 覚 や聴 覚 を通 して の メデ ィア ・教
具 を使 用 して学 習 を助 け る活動 の こ とを視 聴 覚 教 育
とい う。 情 報 工 学 の 発展 に よ り、 視 聴 覚 教 育 の方 法
は看 護 教 育 、 健 康 教 育 お よ び患 者 教 育 な ど、 幅広 い
目的 と対 象 に用 い られ て い る8)。 教 材 は、 授 業 や学
習 に 用 い る材 料 の こ とを い う9)。 視 聴 覚 教 育 に お い
































































看護技術の習得は繰 り返 し練習し考え、正 しい技術を
確認 しながら理解することにより達成する。 しかし、演
習や臨地実習での限られた時間内で看護技術の根拠を理






























で継続 して同一の教材を使用することは、繰 り返 しの効
果 となり学習効果が高いと考えられる。
動画や静止画の教材を取 り入れたDVDやeラ ーニング




















画を用いて演習を行 う場合は、繰 り返 し効果を期待 して、





















り、大量配信だけでな く、個性化 ・個別化 といつた視点
で学習者だけでな く教育者にとっても、有用なシステム

















ことは難 しく、職場内教育での煩雑性 と不統一性が生 じ




























が少な く作成 には多大な費用 と労力と時間を要するこ
と46)、またコンテンツを制作するためには専門職の知識
を必要 とすることである40)。したがって、eラ ーニング
















































・テ ス トや レポ ー トを組 み込 ん だ もの
看護技術 のポイ ン トの理解
小 林,他(2003)23) ・動 画 ,静 止 画,デ モ ンス トレー シ ョ ンに よ る説 明
大 池,他(2007)50) ・看護技術 の手順 ,動 画,根 拠 で構成 された もの
水 澤,他(2008)12) ・科学 的根拠 ,留 意点 の分 か りやすい解説
影 山,他(1998)52),
南 雲,他(2005)53)
・動画 と静止 画像 を効 果的に取 り込んだ もの
看護技術 の一 連の流れの理解
南 雲,他(2005)53) ・長 い動画 と短 い動 画の組 み合 わせ
南 雲,他(2005)53),
相 原,他(2009)54)
・一連 の動作 を続 けた もの
相 原,他(2009)54) ・繰 り返 し視 聴 で き る シス テ ム
南 雲,他(2005)53),
相 原,他(2009)54)
・細 か く自由に選択 で きるチ ャプ ター分 け
看護技術の動作の細部の理解
布 原,他(2010)43) ・細 か い作 業 を ズ ー ム ア ップ した もの





・間違 い探 しを取 り入 れた内容
学 習の振 り返 り,
理解習得状況 に合 わせた学 習




・テ ス トや ドリル形 式
自己評価 の実施,学 習意欲 の
刺激 学習 への関心
榎本,他(2009)56) ・自分 が実施 した技術 を撮影 した もの
谷 澤(2008)39) ・ア ンケ ー ト機 能
中村(2009)57) ・受 講 歴,成 績 を ポ ー トフ ォ リオ と して表 示 した もの
桂 川,他(2007)38) ・双方 向性 の機能 を もつ電子掲示 板
真 嶋,他(2006)19) ・具体 的な患者事 例 と看護技術 の実践 例
大 川,他(2005)58) ・チ ェ ッ ク リス ト
影 山,他(1998)52) ・Q&A方 式
大池,他(2001)26) ・間違 い探 しを取 り入 れた内容
桂 川,他(2007)38)
・電子掲示板 と ビデオ画面 を同 じ画面で構成 し,疑 問 などを利 用
者 が共有 で きるeラーニ ング 主体 的な 自己学 習の促 進,自
分 のペースで学 習
・デ モ ンス トレー シ ョ ン と同 じ内 容
山 本,他(2007)20),
丸 岡,他(2008)59)
・臨床で実施 されてい ないこ とや工 夫、改良点 な ど臨床看護 師の





土 井,他(2008)21) ・電 子 カ ル テ シス テ ム
表2視 聴覚教材の作成における留意点
文 献 留 意 点 項 目
・実 際 の イ メ ー ジを しや す くす る シナ リオ
・臨場感 があ り,看 護 の現場 の疑似体験 がで きる
・看護 師の動 きに着 目している
・印象 に残 りやす く,学 習ポイ ン トを理解 しやす くする
・最新 のエ ビデ ンスを取 り入 れ る
・学 習が深 ま り発展 す る
伊 藤(2008)48) ・視聴前 の動機付 けと準備学 習,視 聴後 の学 びの強化 とな る
今 泉,他(2005)17),榎 本,他(2009)56)
・実施者 の 目線 と同 じア ングルで指 先の操作 もわか る 撮影
大 池,他(2007)50) ・2台 のカメ ラを用 い,多 方 向か らの映像 を撮影 す る
長 池,他(2009)8),大 池,他(2001)26)
・室 内照 明,ス ポ ッ トライ トを使 用 し,影 が で きな い工 夫 を す る
大 池,他(2007)50) ・取 り直 しを避 け,無 駄がないように撮影 ・編集 の環境を整えてお く
大 池,他(2007)50) ・で きるだけ多 くの素材場面 を撮影 してお き,再 撮影 の手 間を省 く
大 池,他(2001)26) ・施設 内におけ る撮影環境 を確保 す る
小 林,他(2003)23) ・教 員が 行 うデモ ンス トレーシ ョンを撮 影 し,追 加 修 正 して編 集 す る
南 雲,他(2005)53)
・手 順 ごとの動画 の長 さは1分 か ら1分半程度 とし,流 れを分か りや
す くする
編集
布 原,他(2010)43) ・オプ ションとして前後 の映像 や既 習の動 画 も視聴 で きる
長 池,他(2009)8),松 本(2009)25)
・コ ンテ ン ツは1本10分 前 後 の長 さに し,10分 以上 は分 割 す る
松 本(2009)25) ・一 教 材 に対 して ポ イ ン トは3つ ま で とす る
淘 江,他(2000)30) ・一 画面一要素 を提 示す る
長 池,他(2009)8) ・ス ライ ド教材 では10分 で6～10枚 程度 の枚数 にす る




・ス ロー モ ー シ ョ ンや静 止 画 を挿 入 す る
南 雲,他(2005)53) ・自由に章 と節 を選 べ るシステム とす る
淘 江,他(2000)30) ・多 くス クロール しない範 囲で学 習内容 を整 え る
山本,他(2007)20) ・画面上 の指示 によ り簡単 に操作 で きるしくみ とす る
盛 永,他(2007)44),南 雲,他(2005)53),
真 嶋,他(2007)61,武 田,他(2007)47)
・イ ラス トや写 真 ,ア ニ メ ー シ ョンを 用 い る
工 藤,他(2008)28),山 幡,他(2008)27) ・3次 元 的 な イ メ ー ジが で き る
水 澤,他(2008)12),桂 川,他(2009)15)
・音 や色 など実 際の アセ スメ ン トの際に具体的 な指 標 とな る もの,





・音声 によ る十 分な導入 や説 明,ポイ ン トを加え る
相 原,他(2009)54),布 原,他(2010)43),
淘 江,他(2000)30)
・字 幕を挿入 して強調 す る
相 原,他(2009)54) ・重要 な個所 の動 画を繰 り返 す
大 池,他(2001)26) ・緩徐 な動作 や画面 のア ップを意 図的に取 り入れ る
青 井,他(2003)51),相 原,他(2009)54),
末 次,他(2009)36)
・重要 な動作 に入 る前 にナ レー ションによ る解説 を加 え る
水 澤,他(2008)12)
・技術 の細 かい動作 ,デ モ ンス トレー ションでは理解 しに くい場所,
習得 が難 しい動作 に関 して分割 した素 材映像 を組 み込 む
吉 川,他(2008)63),山 本,他(2007)20) ・音声や画面展開を利用 し,見 易 さ,解 説の分か りやすさに注意する
布 原,他(2010)43) ・解説 あるいは参考 資料 を紹 介するペー ジを取 り入 れる
吉 川,他(2008)63) ・授業 の講義 資料 を学習 ペー ジとして取 り込 む
水 澤,他(2008)12),岩 本,他(2006)55),
久 瑠 島,他(2008)24),冨 澤,他(2008)31),
布 原,他(2010)43)
・教 材 は ,学 内LANの ドラ イ ブ上 ま た はWebの パ ス ワ ー ド登 録 に よ
り,い つ で も視 聴 で き る
eラ ー ニ ン
グの 環境 の
整 備
淘 江,他(2000)30) ・操作 の トラブルによ り演習 が中断 しない
隈 本(2007)34),淘 江,他(2000)30)
・イ ン トラ ネ ッ ト型(サ ーバ ー に シス テ ムを イ ンス トー ル)とASP
型(ネ ッ ト回線 を通 じて サ ー バ ー に ア クセ ス)を 整 備 す る
岩 本,他(2006)55) ・受講状 況の把握 が可能 である
土 井,他(2008)21) ・電 子 カ ル テ か ら ロ グイ ンで き る シス テ ム とす る
盛 永,他(2007)44)
・必 要時再生を一時停止 した り,自分が見た い場面 を指定す る ことで








献35件 について表2に 示す。映像の作成の留意点 は、
「シナ リオ」、「撮影」、「編集」、「e一ラーニングの環境の































評価、 といった視点 も必要になる。 この評価測定の基礎
的なものとして、カークパ トリックの 「レベル4フ レー
ムワーク」や フィリップスの 「ROIモ デル」 などがあ
る65)。
eラ ー ニ ン グ につ い て は、 学 習 方 法 と して 広 く活 用 さ
れ て い るが、 教 育効 果 の判 定 に つ い て は、 不十 分 で あ る
と の 指 摘 が あ り、 評 価 方 法 の 検 討 は 今 後 の 課 題 で あ
る29)66)。
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                                     Abstract 
   There are few opportunities in clitical practical training to perform nursing techniques that are 
mentally or physically invasive from the nursing students by advances in medicine, increasing number 
of elderly patients, the need to ensure patient safety, increasing awareness of rights, and shorter hos-
pital stays. As a result, a gap is developing between the nursing practice competency of new graduates 
and the abilities expected in clinical settings. Improving the nursing practice competency is an impor-
tant task in both basic nursing education and Nursing continued education. Experience in clinical set-
tings is important to improve the nursing practice competency, and an educational system that enables 
acquisition of nursing technique skills through repeated study of concepts with greater applicability to 
actual practice is needed. Therefore, we conducted a literature search to identify effective audiovisual 
education aids that have been used to improve nursing practice competency, and based on those re-
sults, developed video teaching materials with unification between the Nagoya city university hospital 
department of nursing and Nagoya city university school of nursing. 
Key Words: nursing practice competency, nursing technique audiovisual education aids, unification, 
            e-learning
